
バチルス・チューリンゲンシス

◀  r e s e a r c h m a p
畠⼭の研究成果⼀覧はこちら

1)害 ⾍  ︓⼈間⽣活に害をもたらす⾍
  （ウンカやゴキブリなど）

2)益 ⾍  ︓⼈間に有益な⾍
  （カイコやミツバチなど）

3)ただの⾍︓⼈間に害も利益も与えない⾍
  （スズムシやホタルなど）
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昆⾍も⼈間と同様に病気にかかる

昆⾍に感染する微⽣物には
１）⽷状菌（カビなど単細胞真核⽣物）
２）バクテリア（核膜のない原核⽣物）
３）ウイルス などがあります。

昆⾍に感染する病原菌の特性をうまく利⽤
すれば農薬のようにも使えます。このよう
に微⽣物を使った農薬を微⽣物防除資材と
いいます。昆⾍に感染するバクテリアの
遺伝⼦は、既に耐⾍性遺伝⼦組み換え作物
なんかに応⽤されてたりします。その中に
はがん細胞を破壊する能⼒を持っている
ものもあるんです。きっとまだ発⾒されて
いないものも多分たくさんあります。

昆⾍感染性微⽣物は宿主を制御する

感染性微⽣物は宿主昆⾍を乗っ取ります。
これは⾃分が有利に増殖するために宿主を
⾼いところに連れて⾏ったり、感染個体の
交尾を促進したり単為⽣殖させたりします。

・・つまり昆⾍に感染性する微⽣物の
基礎研究をすると昆⾍の⾏動がわかる
んです。

⾏ 動 を 制 御 す る も の
⾼ い と こ ろ か ら 菌 ⽷ を
⾶ ば す （ バ ッ タ カ ビ ）

体 ⾊ を 変 え る も の
⿃ に ⾷ べ ら れ や す く す る
（ イ リ ド ウ イ ル ス 感 染 ）

健 全 ウ イ ル ス 感 染

単 為 ⽣ 殖 や オ ス 殺 し
⾃ 分 の 感 染 個 体 の み を 増 や す

（ 細 菌 ボ ル バ キ ア ）

死亡

⾮感染 感染 感染 感染

⽣存

⽬⽴つ⾊

害⾍感染微⽣物で国内侵⼊経路調査

⽇本には毎年海外からやってくる外来性害⾍
（ハスモンヨトウ）がいます。このような害⾍
がどこから⽇本にやってくるのかについてはっ
きりとわかっていませんでしたそこで⽇本に⾶
来した害⾍と、⽇本の周辺地域で⽣息している
同じ種類の害⾍を捕獲して感染している微⽣物
を調査しました。その結果、⽇本に⾶来する
2ルートの存在が解明されました。

：クラスターB

：クラスターC

：クラスターA
ハスモンヨトウ
Spodoptera litura

細菌由来殺⾍性毒素の遺伝⼦改変

昆⾍感染性細菌バチルス・チューリンゲンシス
（BT）は殺⾍性の毒素タンパク質を持ってい
ます。この毒素タンパク質は遺伝⼦組換作物な
どに導⼊されています。この毒素タンパク質を
改変すれば特定の害⾍のみをピンポイントに
殺せる殺⾍剤も作成できます。BTの毒素は
複数種類あり、その中にはがん細胞破壊活性も
あるんですよ。

バ チ ル ス ・ チ ュ ー リ ン ゲ ン シ ス の
顕 微 鏡 写 真 。

バ チ ル ス ・ チ ュ ー リ ン ゲ ン シ ス の
毒 素 タ ン パ ク 質 の ⽴ 体 構 造
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動物と昆⾍の感染症について研究しています

はたけやま   よしのり

左のリストはあくまで⼈間の価値観で分類
されています。昆⾍たちは⾃分と仲間たちが
繁栄するように餌となる⾷べ物を⾷べている
だけです。でも⼈間側としては害⾍の存在は
困りますし、益⾍にはちゃんと仕事をしても
らわないと困るんです。そんなわけで「動物
と昆⾍の感染症研究」は⼈間が⽣活していく
上で必要なんです。


